
1月 担当：中田(水・金 9:00-12:00)

学生相談室便り

手間暇のプレゼント 中田翔太郎

「困った時は周りに相談しよう」という言葉をよく耳にします。しか

し、それは果たして気軽にできるものなのでしょうか。「迷惑じゃな

いか」「悩みを理解してもらえるだろうか」と思い、相談に気が引け

るということは誰にとっても十分に起こりえるでしょう。

そこで今回は「手間暇のプレゼント」という考え方を紹介したいと

思います。手間暇のプレゼントとは、自分一人でもやれそうだけれ

ども、あえて人の手を借りることをいいます。また、相手がちょっと

でも楽になりそうな気遣いをしてみることをいいます。例えば、あな

たが机で作業しているとしましょう。ある資料を手に取りたいと思っ

たときに、近くにいる人に「ちょっとその資料とってもらえますか？」

とお願いしてみるということが挙げられます。また、作業に集中して

いる人に「お茶いれるけど、いる？」と声をかけてみるのもいいで

しょう。「コーヒーいれるけど、飲む人いますか？」と声をかけられた

ときに「はーい、お願いします！」と答え、相手の誘いにあえて乗っ

かってみてもいいかもしれませんね。

手間暇のプレゼントを与えたり受け取ったりすることによって、相

手との会話のきっかけを作ることができます。また、それを受け

取ったほうは借りを返したいという気持ちが生まれ、次に自分から

相手へとコミュニケーションをとろうとするモチベーションにもつなが

ります。そうして、手間暇のプレゼント交換が繰り返されることで相

手との関係性は築かれていき、困った出来事や込み入った相談を

することへの抵抗は和らいでいくかもしれません。


